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旗持旗持

　
棚
倉
城
は
江
戸
幕
府
２
代
将
軍
徳
川

秀
忠
公
の
命
を
受
け
、
棚
倉
藩
２
代
藩

主
丹
羽
長
重
公
に
よ
り
、
奥
羽
政
策
要

衝
の
地
と
し
て
、
寛
永
２
年
（
１
６
２

５
年
）
に
築
城
が
開
始
さ
れ
、
令
和
７

年
（
２
０
２
５
年
）
に
築
城
か
ら
４
０

０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
10
月
25

日
㈯
「
上
が
る
城 

城
熱 

棚
倉
城
フ
ェ

ス
タ
」
を
棚
倉
城
跡
で
開
催
。
ま
た
、

同
日
「
棚
倉
城 

御
入
城 

大
名
行
列
」

を
磐
城
棚
倉
駅
前
か
ら
棚
倉
城
跡
ま

で
、
一
般
募
集
の
参
加
者
お
よ
び
友
好

都
市
で
あ
る
埼
玉
県
川
越
市
か
ら
川
越

藩
行
列
保
存
会
、
川
越
鳶
組
合
の
皆
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
約
１
０
０
名
が

時
代
衣
装
を
身
に
ま
と
い
城
下
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。

　
棚
倉
城
跡
や
沿
道
に
は
約
６
，０
０
０

人
の
観
客
が
集
ま
り
、
築
城
４
０
０
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お殿様（あばれる君）とお姫様（ミス日本・石川満里奈さん）お殿様（あばれる君）とお姫様（ミス日本・石川満里奈さん）

小学生鼓笛パレード小学生鼓笛パレード

川越鳶組合川越鳶組合

川越藩行列保存会川越藩行列保存会

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

上
が
る
城 

城
熱 

棚
倉
城
フ
ェ
ス
タ
・
棚
倉
城
御
入
城
大
名
行
列当日の様子は

こちらから
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貯金箱つくり貯金箱つくり

棚倉城のVR体験棚倉城のVR体験

篠笛演奏篠笛演奏

修繕中の石垣見学修繕中の石垣見学

屋台グルメ屋台グルメ イノシシの剝製に興味津々イノシシの剝製に興味津々

棚倉茶道会による野点棚倉茶道会による野点

ステージに釘付けステージに釘付けフィナーレ餅まきフィナーレ餅まき



記念植樹式記念植樹式

講演会の様子講演会の様子

　

11
月
15
日
㈯
、
棚
倉
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
棚
倉
城
築
城

４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
約
６
０
０
名
の
方
に
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、

日
本
の
城
郭
考
古
学
者 

千
田
嘉
博

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
棚
倉
城

か
ら
見
た
日
本
の
城
」
に
つ
い
て

歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
町
内
小
中
学
校
代
表
児
童
生

徒
に
よ
り
「
棚
倉
城
築
城
４
０
０

年
記
念
宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
棚
倉
藩
歴
代
藩

主
御
子
孫
ら
に
よ
る
「
棚
倉
城 

噺
」
を
開
催
し
、
歴
代
藩
主
の
御

子
孫
だ
け
に
し
か
聞
け
な
い
お
家

に
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
棚
倉
に

関
す
る
逸
話
な
ど
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
築
城
４
０
０
年
を
記
念

し
、
大
ケ
ヤ
キ
前
に
お
い
て
棚
倉

町
名
誉
町
民
で
あ
る
奥
野
善
彦
氏

に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
棚
倉
城
跡

史
跡
標
識
の
除
幕
式
、
阿
部
正
備

茶
室
前
に
お
い
て
友
好
都
市
で
あ

る
埼
玉
県
川
越
市
か
ら
寄
贈
い
た

だ
い
た
「
ク
ロ
モ
ジ
」
の
記
念
植

樹
式
を
行
い
ま
し
た
。

千田 嘉博 氏千田 嘉博 氏

史跡標識の除幕式史跡標識の除幕式

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

歴
史
講
演
会
・
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
・
棚
倉
城 

噺
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記念宣言を読み上げる代表児童生徒記念宣言を読み上げる代表児童生徒
左から 近藤 華仁さん（高野小）、小貫 優太さん（棚倉小）　左から 近藤 華仁さん（高野小）、小貫 優太さん（棚倉小）　
　　　 小沼 優愛さん（棚倉中）、小山田 梨紗さん（社川小）　　　 小沼 優愛さん（棚倉中）、小山田 梨紗さん（社川小）
　　　 松井 葵さん（近津小）　　　 松井 葵さん（近津小）

歴代藩主御子孫らによる「棚倉城 噺」歴代藩主御子孫らによる「棚倉城 噺」

棚倉城築城400年記念宣言
　棚倉町は、江戸時代には棚倉藩の城下町として栄え、国指定史跡棚倉城跡をはじめ、町内の貴重な歴史
的遺産と、地域に息づく伝統と文化を守り伝えてきました。
　このかけがえのない、歴史と文化を、町民一人ひとりが誇りと愛着をもって、次の世代につないでいく
ことが、私たち町民の責務です。
　私たちはここに、棚倉城を心の「砦」として守り、磨き、伝え、石垣や土塁のように新たな歴史を積み
上げながら、次の４つの心を次の世代へとつなげて いくことを決意します。

一　�私たちは、歴代の藩主が、棚倉で復活と栄転を果たした、その生き方に学び、失敗を
恐れず何事にもチャレンジする「心」をつないでいきます。

一　�私たちは、棚倉城の石垣のような絆で、お互いが支え合い助け合う「心」をつないで
いきます。

一　�私たちは、棚倉城の石垣や土塁やお濠が、棚倉藩を守ってきたように、地域や歴史を
守る「心」をつないでいきます。

一　�私たちは、丹羽長重公が、新たな土地に棚倉城を築城したように創造する「心」をつな
いでいきます。

7. 12. 15
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特
別
功
労
者

湯　

座　

一　

平

　
町
長
と
し
て
12
年
在
職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

和　

知　

良　

則

　
町
議
会
議
員
と
し
て
20
年
在
職
し
、
町
政
発
展
に
寄
与

古　

川　

要　

一

　

�

町
農
業
委
員
と
し
て
21
年
在
職
し
、
農
業
の
普
及
向
上
に

寄
与

石　

井　
　
　

博

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
52
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

佐　

川　

昭　

也

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
32
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

近　

藤　

常　

夫

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
31
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

菅　

原　

海　

淳

　

�

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
30
年
在
職
し
、
文
化

財
保
護
の
振
興
に
寄
与

功
　
労
　
賞

近　

藤　

正　

光

　
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
在
職
し
、
町
政
発
展
に
寄
与

蛭　

田　

卓　

雄

　
町
議
会
議
員
と
し
て
12
年
在
職
し
、
町
政
発
展
に
寄
与

鈴　

木　

敏　

光

　
�

町
副
町
長
と
し
て
13
年
在
職
し
、
町
政
発
展
に
寄
与

八　

槻　

浩　

子

　

�
町
教
育
委
員
と
し
て
12
年
在
職
し
、
学
校
教
育
の
振
興
に

寄
与

蛭　

田　

和　

英

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
29
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

大　

塚　

義　

雄

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
27
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

鈴　

木　

作　

英

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
22
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

上　

妻　

勇　

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
19
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

生　

方　

重　

憲

　

�

町
統
計
調
査
員
と
し
て
16
年
在
職
し
、
統
計
調
査
の
振
興

に
寄
与

五
十
嵐　

正　

子

　

�

町
民
生
委
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
振
興
に

寄
与

坂　

本　

テ
ル
子

　

�

町
民
生
委
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
社
会
福
祉
の
振
興
に

寄
与

富　

澤　

崇　

行

　

�

町
学
校
薬
剤
師
と
し
て
35
年
在
職
し
、
教
育
環
境
の
振
興

に
寄
与

山　

本　
　
　

純

　

�

町
社
会
教
育
委
員
と
し
て
17
年
在
職
し
、
社
会
教
育
の
振

興
に
寄
与

和　

田　

公　

子

　

�

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
24
年
在
職
し
、
文
化

財
保
護
の
振
興
に
寄
与

藤　

田　

春　

江

　

�

町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
と
し
て
18
年
在
職
し
、
文
化

財
保
護
の
振
興
に
寄
与

小　

林　

俊　

彦

　

�

消
防
団
員
と
し
て
20
年
在
職
し
、
分
団
長
を
務
め
、
消
防

防
災
行
政
に
寄
与

棚
倉
町
「
町
政
功
労
者
」
表
彰
式

棚
倉
町
「
町
政
功
労
者
」
表
彰
式

多
年
に
わ
た
る
ご
功
労
を
た
た
え
て

　
10
月
26
日
㈰
、
役
場
正
庁
に
お
い
て
、
棚
倉
町
「
町
政
功
労
者
」
表
彰
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

各
分
野
に
お
い
て
町
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
ご
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
、

36
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
敬
称
略
）　
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佐　

藤　

定　

信

　

�

消
防
団
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
分
団
長
を
務
め
、
消
防

防
災
行
政
に
寄
与

大　

谷　

正　

美

　

�

消
防
団
員
と
し
て
26
年
在
職
し
、
班
長
を
務
め
、
消
防
防

災
行
政
に
寄
与

　

村　

進　

平

　

�

消
防
団
員
と
し
て
17
年
在
職
し
、
班
長
を
務
め
、
消
防
防

災
行
政
に
寄
与

小　

泉　

和　

明

　

�

消
防
団
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
班
長
を
務
め
、
消
防
防

災
行
政
に
寄
与

佐
々
木　

雄　

太

　

�
消
防
団
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
班
長
を
務
め
、
消
防
防

災
行
政
に
寄
与

須　

藤　
　
　

翼

　

�

消
防
団
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
班
長
を
務
め
、
消
防
防

災
行
政
に
寄
与

薄　

井　

正　

明

　

�

消
防
団
員
と
し
て
17
年
在
職
し
、
消
防
防
災
行
政
に
寄
与

和　

田　

圭　

太

　

�

消
防
団
員
と
し
て
16
年
在
職
し
、
消
防
防
災
行
政
に
寄
与

岩　

鍋　

広　

行

　

�

消
防
団
員
と
し
て
15
年
在
職
し
、
消
防
防
災
行
政
に
寄
与

株
式
会
社 

藤
建
技
術
設
計
セ
ン
タ
ー

　
学
校
教
育
環
境
支
援
の
た
め
と
し
て
多
額
の
寄
附

鈴　

木　

隆　

夫

　
町
政
発
展
の
た
め
と
し
て
多
額
の
寄
附

近　

藤　

重　

信

　

�

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
と
し

て
多
額
の
寄
附

ス
マ
イ
ル
の
会　

代
表　

石
井　

二
郎

　

�

イ
ベ
ン
ト
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
学
校
教
育
の
充

実
に
寄
与

善
　
行
　
者
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　　閉校に向けて今思うこと�　

高野小学校６年　原
はら
　　 陸

りく
翔
と
 さん

これまでに高野小学校で学び、関わってきた人たち、すべての
人たちの思い出はなくならない。僕は、これからも何ができる
のか、自分の役割を考えていきたいと思います。

大好きな地域の方々との触れ合いを通して、地域のために何
ができるのかという、地域の中で自分の果たす役割に思いを
馳せていることがすばらしいです。これからも、自分は社会
の中でどんな役割を果たすのかを考え続けていきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　11月７日㈮、棚倉町立図書館において、第46回棚倉町
青少年の主張発表会を開催しました。８名の発表者が参加
し、日頃考えていることや、地域の未来などについて堂々
とした意見発表が行われました。
　発表の様子はYouTubeで見ることができます
ので、ぜひご覧ください。 視聴はこちらから

▲

『伝統を受けついでいく』リレーの走者に～

近津小学校６年　松
まつ
下
した
　結

ゆ
芽
め
 さん

これまでに自分が経験してきたことを、今度は下級生に教えて
いくことが私のできる「伝統を受け継ぐ」ことだと考えます。
この素晴らしい伝統を繋いでいきたいです。

学校や地域の伝統を受け継ぐという自らの体験から、仲間と
創り上げていく楽しさや、次に伝える役割に気づいたことが
すばらしいです。これからも、多くの方々からバトンを受け
取り、仲間とともに走り抜き、次に渡していきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　　あたり前のありがたさ� 　

棚倉小学校６年　浅
あさ
賀
か
　美

み
帆
ほ
 さん

教育を受けられることに感謝し、自分にできることは何かを考
えて行動していきたいです。そして、自分の夢に向かって頑
張っていこうと思います。

過去の手紙から「ありがたさ」に注目し、日頃の学校生活が、
多くの人々に支えられていることに気づき、感謝の気持ちと
自分にできることを考えていることがすばらしいです。これ
からも、成長した自分が考えを新たにする機会を大切にして
いきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　　　　　自分らしく� 　

社川小学校６年　渡
わた
邊
なべ
　智

ち
香
か
 さん

一人一人がなりたい自分を目指して、自分らしく生きることが
できるよう、お互いの違いを受け止め、その人の良いところを
見つけていきましょう。

「自分らしく生きる」ことを自ら問い直すことで、一人一人の
違い(多様性)を尊重する大切さに気づき、教員になりたいと
いう将来の夢につなげていることがすばらしいです。これか
らも、自分と違う価値観を受け入れ、共感する心を大切にし
ていきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言
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　　  私が私であるために � 　

棚倉中学校２年　穂
ほ
積
づみ
　華

かの ん
乃 さん

「みんな違ってみんな良い」。それぞれが好きな事や思考が違う
からこそ、お互いを認め合い、個性を尊重することが大切とい
う意味だと考えています。

教科の学習のできる楽しさを味わい、分からない苦しみを乗
り越え、自信と努力する力を得た経験から、お互いを認め合
い個性を尊重する大切さに気づいたことがすばらしいです。
これからも、自分の好きが否定されない、誰かの好きを否定
しない関係づくりに努めていきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　おいしいごはんを未来でも�　

棚倉中学校１年　秦
しんの
　　柚

ゆず
葵
き
 さん

農家の皆さん、本当にありがとうございます。これからも感謝
の心や郷土食への関心を忘れずに、私は今日もおいしいごはん
を「いただきます」。

コメ不足の現状認識から、異常気象、減反政策、生産者の高
齢化などの原因を明らかにし、持続可能な農業の実現と自分
ができることを考えていることがすばらしいです。これから
も、生産者への感謝の心、食への関心を持ち、農業政策への
正しい理解に努めましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　　　十四年前の記憶から� 　

棚倉中学校３年　堀
ほり
江
え
ひなた さん

14年経った今でも、あの地震の傷は治っていません。そこ
で、これからを生きる後の世代の力が、これから先の復興のた
めには必要なのだと思います。

東日本大震災の直接体験や間接体験から、被害について詳し
く調べ、現在でも続いている爪痕を確認し、防災意識を高め
るとともに自分にできることを考えていることがすばらしい
です。これからも、災害について学び続け、安全安心な社会
を形成していきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言

　　　現代社会について� 　

修明高校１年　鈴
すず
木
き
ほのか さん

より良い社会を作っていくために、私たち一人一人が思いやり
を持ち、正しい判断ができるように努力していきたいと思い
ます。

高度情報化社会、国際化・多様化社会、環境や貧困問題等に対し
て、すべての人間が安心・安全に暮らせるという視点から、人間
関係や自己の生き方、考え方を見直すことを主張している点がす
ばらしいです。これからも、よりよい生き方を目指し人間関係を
大切にして、持続可能な社会の創り手となっていきましょう。

教
育
長
か
ら
一
言
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税務課からの
お知らせ

■お問い合わせ　
　税務課　課税徴収係　☎33－2118

　ナンバーをつけたまま放置してあるバイク、軽自動車などはありませんか？
軽自動車税は、毎年４月１日現在に軽自動車等を所有している方に課税され
ます。
　譲渡や死亡などによる所有者の変更、または廃車などの手続きを３月31日
までに完了していない場合、引き続き課税されますのでご注意ください。

乗らなくなった軽自動車などの乗らなくなった軽自動車などの
各種変更手続きはお早めに！各種変更手続きはお早めに！

車　　種 手続き場所
必要な書類等

名義変更 廃　　車

原動機付自転車
（～125cc）

農 耕 車
小型特殊自動車

税務課
☎33-2118

・標識交付証明書
・譲渡証明書

・ナンバープレート
・標識交付証明書

軽 自 動 車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協会
福島事務所いわき支所
☎050-3816-1838

・車検証
・新使用者または新所有者の住民票
・旧所有者の印鑑または譲渡証明書
・申請依頼書
　（代理人が手続きする場合）

・ナンバープレート
・車検証
・申請依頼書
　（代理人が手続きする場合）

二 輪 車
（125cc超～250cc以下） いわき自動車

検査登録事務所
☎050-5540-2016

・軽自動車届出済証または車検証
・新使用者または新所有者の住民票
・旧所有者の印鑑または譲渡証明書
・自賠責保険の原本
・新旧所有者の委任状
　（代理人が手続きする場合）

・ナンバープレート
・軽自動車届出済証
　または車検証
・使用者の印鑑または
　委任状

二輪の小型自動車
（250cc超～）

　・�上記には一般的に必要な書類等を掲載しています。手続き内容によっては必要な書類等が
異なる場合がありますので、必ず事前に各手続き場所へご確認ください。

　・�軽自動車や二輪車、二輪の小型自動車は、棚倉自家用自動車協会（☎33-3028）でも代行
手続きができます。

注意

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。
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水道管の凍結・破裂にご注意ください
　水道管の凍結を防止するため、不凍栓(水抜栓)などで水道管内の水抜きを行い、蛇口・水道管に
保温材やヒーターを取り付けるなど、凍結対策を心がけましょう。

冬期間の休日等水道修繕工事当番表
12月 １月

６㈯ ㈱カンスイ棚倉支店 ㈱ 田 村 組 １㈭ 松 本 電 化 設 備 ㈱ ㈱ 藤 田 組
７㈰ 松 本 電 化 設 備 ㈱ 水谷工業㈱棚倉営業所 ２㈮ ㈲ 藤 田 水 道 工 業 ㈱ 田 村 組
13㈯ ㈲ 藤 田 水 道 工 業 森 本 建 設 ㈱ ３㈯ ㈱ 金 沢 総 合 設 備 水谷工業㈱棚倉営業所
14㈰ ㈱ 金 沢 総 合 設 備 フ ジ 住 設 工 業 ４㈰ ㈱ コ バ ヤ シ 森 本 建 設 ㈱
20㈯ ㈱ コ バ ヤ シ ㈱キコー棚倉営業所 10㈯ ㈱カンスイ棚倉支店 フ ジ 住 設 工 業
21㈰ ㈱カンスイ棚倉支店 緑 川 建 材 工 業 ㈱ 11㈰ 松 本 電 化 設 備 ㈱ ㈱キコー棚倉営業所
27㈯ 松 本 電 化 設 備 ㈱ 光 建 設 ㈱ 12㈪ ㈲ 藤 田 水 道 工 業 緑 川 建 材 工 業 ㈱
28㈰ ㈲ 藤 田 水 道 工 業 ㈲ パ ル ク リ エ イ ト 17㈯ ㈱ 金 沢 総 合 設 備 光 建 設 ㈱
29㈪ ㈱ 金 沢 総 合 設 備 白 坂 水 道 工 業 所 18㈰ ㈱ コ バ ヤ シ ㈲ パ ル ク リ エ イ ト
30㈫ ㈱ コ バ ヤ シ ㈲ 大 野 商 店 24㈯ ㈱カンスイ棚倉支店 白 坂 水 道 工 業 所
31㈬ ㈱カンスイ棚倉支店 藤 田 建 設 工 業 ㈱ 25㈰ 松 本 電 化 設 備 ㈱ ㈲ 大 野 商 店

31㈯ ㈲ 藤 田 水 道 工 業 藤 田 建 設 工 業 ㈱

 町内指定給水装置工事事業者
㈱カンスイ棚倉支店 ☎３３－３３１５ 白坂水道工業所 ☎３３－４５６１ 水谷工業㈱棚倉営業所 ☎３３－２３０８
㈱ コ バ ヤ シ ☎３３－６６６１ ㈲パルクリエイト ☎３３－６２３６ 緑川建材工業㈱ ☎３３－６５２５
松本電化設備㈱ ☎３３－８０８０ 藤田建設工業㈱ ☎３３－２２８１ 森 本 建 設 ㈱ ☎３３－４５３５
㈱金沢総合設備 ☎３３－５１２６ ㈱ 藤 田 組 ☎３３－３２４４ ㈱キコー棚倉営業所 ☎３３－７１１１
㈲藤田水道工業 ☎３３－２１４９ フ ジ 住 設 工 業 ☎３３－４０１８ 金 澤 風 呂 店 ☎３３－２８２８
㈲ 大 野 商 店 ☎３３－２５０４ ㈱ 田 村 組 ☎３３－５７１４ 光 建 設 ㈱ ☎３３－２４３９

住民基本台帳閲覧状況 　住民基本台帳法に基づき、令和６年11月1日～令和７年10月31日
までの閲覧状況を公表します。

機関の名称 請求理由 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

総 務 省 家 計 消 費 状 況 調 査 令和７年５月28日 大字棚倉字馬場、日向前、広畑地区の
16歳以上の男女

福 島 県
福 島 県 政 世 論 調 査 令 和 ７ 年 ６ 月 ４ 日 大字関口地区の満15歳以上の男女

福島県骨粗鬆症検診実態調査 令和７年10月28日 大字寺山地区の40歳以上70歳以下の女性

自衛隊福島地方
協 力 本 部 自衛官および自衛官候補生の募集案内 令和７年10月16日 平成20年４月２日～平成21年４月１日生の男女

平成23年４月２日～平成24年４月１日生の男性

■お問い合わせ　
　上下水道課　上水道係　☎33－2119

住民課からの
お知らせ

■お問い合わせ　
　住民課　住民係　☎33－2116
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ベジチェックで野菜摂取量が測定できます！ベジチェックで野菜摂取量が測定できます！
　10月18日に、カゴメ株式会社による食生活改善セミナーを開催しました。プログラム参加者　10月18日に、カゴメ株式会社による食生活改善セミナーを開催しました。プログラム参加者
は、野菜摂取量推定機器「ベジチェック」による測定およびシオチェック＋によるナトカリ比は、野菜摂取量推定機器「ベジチェック」による測定およびシオチェック＋によるナトカリ比

（尿中のナトリウム、カリウム比）で結果の見える化を行い、８週間自宅で野菜350g/日以上の（尿中のナトリウム、カリウム比）で結果の見える化を行い、８週間自宅で野菜350g/日以上の
摂取、減塩等の食生活改善に取り組んでいます。摂取、減塩等の食生活改善に取り組んでいます。
　高血圧予防には減塩と野菜等に含まれるカリウムの摂取を増やすことが重要です。　高血圧予防には減塩と野菜等に含まれるカリウムの摂取を増やすことが重要です。
皆さんも、野菜を積極的に摂るように意識しましょう。皆さんも、野菜を積極的に摂るように意識しましょう。

▲野菜ジュースの飲料を試飲している様子▲野菜ジュースの飲料を試飲している様子

餅による事故に注意しましょう！餅による事故に注意しましょう！
　食物を原因とする窒息事故による死亡者は年間約3，500人以上、特に65歳以上の高齢者がそ　食物を原因とする窒息事故による死亡者は年間約3，500人以上、特に65歳以上の高齢者がそ
の約９割を占め、そのうち約４割が１月、特に正月三が日に集中しています。の約９割を占め、そのうち約４割が１月、特に正月三が日に集中しています。※消費者庁のデータより※消費者庁のデータより

　年末年始は餅を食べる機会が多く、毎年12月から１月にかけて餅による窒息事故が多くなっ　年末年始は餅を食べる機会が多く、毎年12月から１月にかけて餅による窒息事故が多くなっ
ています。ています。

餅を喉に詰まらせない4つのポイント
　　❶	 餅は小さく切って食べやすい大きさにしましょう。
　❷	 先に汁物を飲んで、喉を潤しましょう。
　❸	 ゆっくりと良く噛んでから、飲み込むようにしましょう。
　❹	 餅の温度にも注意しましょう。
　�焼きたてが少し冷めたころ（30 ～ 40度）が最も粘り気が強くなり、喉にくっ付きやすくなります。

　以上の事に注意して楽しい年末・年始を過ごしましょう！　以上の事に注意して楽しい年末・年始を過ごしましょう！

救急車を呼ぶか迷ったら救急車を呼ぶか迷ったら  まずは『＃7119』をご利用ください まずは『＃7119』をご利用ください
　急な病気やけがをしたとき、救急車を呼んだ方がいいか、今すぐに病院に行った方がいいかなど、　急な病気やけがをしたとき、救急車を呼んだ方がいいか、今すぐに病院に行った方がいいかなど、
判断に迷ったときは、福島県救急安心センター（＃7119救急電話相談）をご利用ください。判断に迷ったときは、福島県救急安心センター（＃7119救急電話相談）をご利用ください。
※�15歳未満の方の症状に関する相談は、別途専門の窓口（※�15歳未満の方の症状に関する相談は、別途専門の窓口（♯8000♯8000またはまたは☎024－521－3790☎024－521－3790）を）を

設けております。設けております。
相談窓口電話番号

　⑴　携帯電話、固定電話（プッシュ回線）からは局番なしの　⑴　携帯電話、固定電話（プッシュ回線）からは局番なしの♯7119♯7119
　⑵　�固定電話（ダイヤル回線）、IP電話、PHSなど「＃7119」につながらない場合には　　　　⑵　�固定電話（ダイヤル回線）、IP電話、PHSなど「＃7119」につながらない場合には　　　☎☎

024－524－3020024－524－3020へ。へ。※通話料は利用者負担となります。※通話料は利用者負担となります。

　野菜摂取量を測定できる　野菜摂取量を測定できる
「ベジチェック」は、12月18日「ベジチェック」は、12月18日
㈭まで保健福祉センター内に㈭まで保健福祉センター内に
設置しています。どなたでも設置しています。どなたでも
ご利用できますので、ぜひ測ご利用できますので、ぜひ測
定してみてください！定してみてください！
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　お出かけやお買い物のついでに、健康チェックをしてみませんか。
　お申し込み不要ですので、直接会場におこしください。

日　 時 	 12月16日㈫　午前10時30分～正午

場　 所 	 東邦銀行　棚倉支店

内　 容 	 血管年齢測定、野菜べジチェック、舌筋力測定
　　　　　	� 心電図付き血圧測定、歯科相談、健康相談
　　		  介護・認知症相談

参 加 費 	 無　料

■お問い合わせ　健康福祉課　高齢者係　☎33-7801

保健福祉センターだより

健康診査・がん検診を受けていない方へ
塙厚生病院での特定健診・がん検診のお申し込みを受付中です！
項 目 	 特定健康診査、肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮頸がん、乳がん

申込方法 	 ①棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）で予約する。（24時間受付）
		  ②保健福祉センター窓口または電話(☎33-7801)で予約する。（午前9時～午後5時受付）
		  ※インターネットで予約する場合、アカウント登録が必要です。
		  　（登録の方法は広報５月号10 ～ 11ページをご確認ください。）
		  ※予約されていない方は受診できませんので、ご注意ください。

申込期限 	 12月26日㈮（子宮頸がん・乳がんは令和８年１月９日㈮まで）
	 	 ※特定健康診査は、40歳以上の国保加入者が対象となります。
	 	 ※肺がん、大腸がん、前立腺がん検診は特定健診とセットでの受診に限ります。
		  ※�70歳以上、令和６年度住民税非課税世帯の方、がん検診無料クーポン券対象者、生活

保護世帯の方は無料です。

今年の健診等で要精密検査となった方へ
　結果が『要精検（要精密検査）』となった方は、必ず精密検査を受けましょう。早期発見・早期治
療が大切です。医療機関を受診する際は、以下の3点を持参してください。

①健診結果　②健康保険証　③要精検報告用ハガキ（健診結果の封筒に同封）

まちなか健康相談会のお知らせまちなか健康相談会のお知らせ
健康グッズ
プレゼント！

す
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県内の各保健所では、無料・匿名で相談やHIV（エイズ）検査を実施しています。
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■お問い合わせ
　住民課　医療年金係　☎33-2116

医療費のお知らせ（医療費通知）の発送時期が変更になります医療費のお知らせ（医療費通知）の発送時期が変更になります

実践しよう！実践しよう！  セルフメディケーションセルフメディケーション
　「セルフメディケーション」とは、“自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当
てすること” です。
　軽い体調不良のときは、薬局で薬剤師に相談のうえ、ＯＴＣ医薬品（市販薬）を使うなどして対処
しましょう。医療機関での待ち時間の節約や医療費の軽減にもなります。

　薬局やドラッグストアで購入できる、処方せんが不要な医薬品です。
　「少し風邪気味」「軽いけがをした」など、医療機関にかかるほどでは
ない軽い症状のときは、いつでも購入可能なＯＴＣ医薬品が便利です。

ＯＴＣ医薬品とは…ＯＴＣ医薬品とは…

ポリファーマシー（多剤服用）ポリファーマシー（多剤服用）にご注意ください！にご注意ください！
　服用する薬が増えることで、飲み合わせによる副作用などの有害事象が生じることを「ポリファー
マシー（多剤服用）」と言います。
　特に、高齢者の場合、多剤服用によるふらつきや転倒、認知機能障害などの原因となることが指摘
されています。薬の重複や飲み合わせによる副作用を防ぐためにも、お薬手帳を1冊にまとめて記録
しておくようにしましょう。また、さまざまな病気で多種類の薬を服用しなければならない場合は、
医師や薬剤師に相談しましょう。

・服薬は医師・薬剤師の指示に従いましょう。
・医師の診断と処方を信頼し、むやみに薬を欲しがらないようにしましょう。
・�薬の重複や飲み合わせをチェックしてもらえるよう、かかりつけ薬局を持ちましょう。
・�処方された薬を記録できる「お薬手帳」を医療機関や薬局に必ず持参しましょう。

ポリファーマシーを防ぐには…ポリファーマシーを防ぐには…

　ご自身やご家族の医療費の把握や健康管理に対する認識を深め、国民健康保険の健全な運営を
図ることを目的に「医療費のお知らせ」を年２回送付しておりますが、今年度の発送時期が変更
になります。

〇発送時期
　�下表のとおり対象診療月分を取りまとめ、発送時期に世帯主あてに被保険者分を郵送します。

対象期間に受診していない世帯には、送付されません。

対象の診療月 発送時期
１月～１０月 令和８年１月中旬　→　令和８年２月中旬

１１月～１２月 令和８年３月上旬　→　令和８年４月上旬

※�確定申告における医療費控除での11月～ 12月診療分につきましては、医療機関等からの領収
書をご確認ください。

医療費節約のために



15 7. 12. 1

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

道路の除雪作業にご協力ください
～皆さまのご協力で安全・安心な冬を～

ドライバーの皆様へ
〇路上駐車は絶対にやめましょう。
　除雪作業の妨げになり、渋滞の原因になるなど、多くの人の迷惑になります。
〇除雪中の作業車には絶対に近づかないでください。
　�除雪作業後の路面は大変滑りやすく危険ですので、追い越しをする場合には、除雪車が完全に停止

してから追い越してください。

道路沿いの住宅にお住まいの皆様へ
〇道路へ雪を出さないようにしましょう。
　車が乗り上げ、ハンドルを取られるなど、交通事故の原因となり大変危険です。
〇家の入口や玄関先に残った雪は、ご家庭で除雪をお願いします。
　�除雪車が通った後は玄関先に雪が残ってしまいますので、各家庭での除雪にご協力をお願いします。
〇竹木の管理・片付けは所有者でお願いします。
　�雪の重みで竹木が道路に出ないよう、事前の伐採や枝払いをお願いします。また、通行に支障を

きたした場合は早急に片付けをお願いします。
〇歩道の除雪は、地域の皆さまのご協力をお願いします。

�福島県のホームページでは、県内の主な道路の積雪状況をライブカメラで確認できますので、
ご利用ください。

検索検索福島県　道路管理課　道路画像情報
※�道路の除雪作業は積雪などの状況により、作業が遅れる場合があります。皆様のご理解をお願いします。
※道路の融雪剤をご希望の方には無償でご提供します。下記までお問い合わせください。

■町道に関するお問い合わせ　　　　整備課　整備維持係　　　☎33－2114
■国道や県道に関するお問い合わせ　棚倉土木事務所　業務課　☎33－3131

パイプハウス等農業用施設の雪害防止について
　例年、積雪によるパイプハウス倒壊などの被害が発生しています。気象情報を確認しながら
事前に対策を行い、被害防止に努めましょう。
 事 前 対 策 
　・冬の間使用しないハウスは、ビニールなどの被覆資材を速やかに撤去しましょう。
　・�使用中のハウスの補強、暖房機の点検および燃料残量の確認をしましょう。また、吸排

気口が資材や雪でふさがらないよう注意しましょう。
 降雪時の対策 
　・�暖房機設置施設は可能な範囲で室温を高め、屋根の雪を落としましょう。
　・�短時間の大雪などで雪下ろしが間に合わない場合は、被覆資材を切るなどして、倒壊を

防止しましょう。
　・除雪作業は十分に安全を確保した上で、複数人で作業しましょう。
■お問い合わせ　産業振興課　農林係　☎33－2113
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空き家対策はお早めに！

�インフォメーション

　少子高齢化による人口減少に伴い、全国的にも空き家は増え続けています。所有者は「持ち続
ける」「利活用する」「取り壊す」のいずれかを選択することになります。家族構成や思い入れの
深さなどによって直面する課題はさまざまですが、判断を先延ばしにするうちに住まいの老朽化
は進んでしまいます。家族や住まいの将来のために、他人事と思わず考えてみませんか？

不動産を相続した場合には、相続登記の手続きをしましょう
　令和６年４月１日から、相続人は不動産（土地・建物）を相続で取得したことを知った日から
３年以内に、相続登記をすることが法律上の義務となりました。相続登記とは、建物や土地の所
有者が亡くなった際に、名義を変更する手続きです。
　詳しくは法務省ホームページをご確認ください。

持ち続ける（自分で管理する）方
　適切に管理されないと老朽化が進行し、屋根や外壁の飛散・落下・倒壊による危険性が増す
ばかりではなく、不法侵入や放火の被害にあう恐れもあります。また、これらの事故が起き、
近隣住民の方や通行人に被害が生じた場合には、賠償責任が問われる場合もありますので、適
正な管理をしましょう。
★管理の注意点★
　 定期的に庭木や雑草の手入れを行う
　 第三者が不法に侵入しないように施錠する
　 燃えやすいものを周囲に置かない、放置しない
　 ガスや電気は確実に遮断し、灯油等の危険物は置かない

棚倉町空き家バンク

法務省ホームページ

売却・賃貸（利活用）をお考えの方  

　町では、「空き家情報バンク」を運営してい
ます。
　空き家の売却・賃貸に関して、購入・賃借
を希望の方への情報提供等のお手伝いをして
います。

家屋の取り壊しをした方
　家屋の固定資産税は、毎年１月１日現在で
所有する建物に課税されます。家屋の取り壊
しをした場合には届け出が必要になります。
登記をしてある建物の場合は、法務局への申
請も忘れずに行ってください。

買いたい・借りたい

買主・借主 売主・貸主

棚　倉　町 売りたい・貸したい

登録登録

利用者のマッチング

情報の発信

協定

交渉・契約
をする

交 渉 ・ 契 約

宅建協会会員の宅建業者
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インフォメーション

お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、12
月
19
日
㈮

で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
・
政

策
に
つ
い
て
町
長
と
気
軽
に
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自
治
会
、

町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
町
長
が

伺
い
ま
す
。

※�

ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　
納
期
限
は
１
月
５
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
６
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
４
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
５
期

　

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検 

索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－
２
１
１
８

12
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
12
月
８
日
㈪

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
12
月
18
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

令
和
７
年
度
定
期
監
査
結
果
の
概
要
報
告

〇
監
査
の
種
類

　

�

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
く
定
期
監
査
お
よ
び
第

７
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
査

〇
監
査
の
対
象

　

�

全
課
室
局
、
財
政
援
助
団
体
等
（
棚

倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
棚
倉
町
土

地
改
良
区
、
棚
倉
町
商
工
会
、
棚
倉

保
育
園
、
棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物

産
協
会
、
㈱
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
、
倉

美
館
運
営
協
会
）

〇
実
施
期
間

　

�

10
月
28
日
㈫
～
11
月
６
日
㈭
の
う
ち

７
日
間

〇
監
査
委
員　

　
加
藤 

一
彦
、
和
知 

裕
喜

〇
監
査
範
囲

　

�

令
和
７
年
度
９
月
末
現
在
に
お
け
る

財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ
び

経
営
に
係
る
事
務
の
管
理
が
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
主
眼
と
し
、
こ
れ
に
関
連

す
る
事
務
事
業
の
執
行
な
ど
を
監
査

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

〇
監
査
結
果
お
よ
び
意
見

　

�
歳
入
歳
出
予
算
お
よ
び
事
務
事
業
等

に
つ
い
て
は
、
適
正
に
処
理
・
執
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
監
査
委
員
事
務
局（
議
会
事
務
局
内
）

　
☎
33

－

７
８
８
２

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を

開
催
し
ま
す

〇
対　
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

〇
日　
時　
12
月
15
日
㈪

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

〇
場　
所　
町
役
場
３
階　
正
庁

〇
内　
容　

�

ス
マ
ホ
の
操
作
方
法
、
町

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
等

〇
参
加
費　
無
料

〇
定　
員　
15
名
（
先
着
）

〇
そ
の
他　

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持

ち
の
方
は
当
日
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
７
年
の
国
勢
調
査
は
終
了
し
ま

し
た
。

　
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、
私
た

ち
の
身
近
な
生
活
環
境
の
整
備
や
社
会

福
祉
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

ト
ー
ク
の
日

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

町
内
企
業
限
定
求
人
情
報

 「
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
」

検索はこちらから
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〇
年
内
の
ご
み
の
収
集
お
よ
び
搬
入

　
12
月
26
日
㈮
ま
で

〇
年
末
年
始
の
休
業
日

　
12
月
27
日
㈯
～
１
月
４
日
㈰

〇�

毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
の
搬
入
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

�

パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は

電
話
で
予
約
が
可
能
で
す
。

※�

詳
し
く
は
「
ご
み
収
集
日
程
表
」
お

よ
び
「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
（
東
白
衛
生
組
合
）

　
☎
43

－

０
３
７
８

ご
み
の
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
法
律
の
基
準
を
満
た
し
た
焼
却
炉
以

外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
の
原
因
や
ご
近

所
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
ご
み
は
分
別
し
て
所
定
の
収
集

所
へ
出
す
か
、東
白
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

て
を
あ
げ
て  

く
る
ま
に
お
し
ら
せ  

ぼ
く
は
こ
こ

　
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

�

県
民
総
ぐ
る
み
運
動　

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

10月の棚倉町の
交通事故発生状況

発
生
件
数

３　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

４　
人

物
件
事
故

20　
件

　

夕
暮
れ
が
早
く
な
る
こ
の
時
期
か

ら
年
末
に
か
け
て
は
、
死
亡
事
故
等

の
重
大
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
周
囲
が
暗
く
な
り
自
動
車

運
転
者
が
歩
行
者
や
自
転
車
を
発
見

し
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

自
動
車
運
転
中
は
、
油
断
せ
ず
、

ラ
イ
ト
の
向
き
を
こ
ま
め
に
切
り
替

え
、
前
後
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、

他
の
車
両
や
歩
行
者
を
早
期
に
発
見

し
て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、
明

る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
用
品
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

事前予約はこちらから

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
お
よ
び

搬
入
に
つ
い
て

　
12
月
10
日
㈬
～
１
月
７
日
㈬
の
間
、

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
例
年
、
年

末
に
向
け
、
事
故
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
Ｐピ

ー
エ
ム
フ
ォ
ー

Ｍ
４
ラ
イ
ト
オ
ン
運
動
」
実
施
中

　
２
月
28
日
㈯
ま
で
「
Ｐ
Ｍ
４
ラ
イ
ト

オ
ン
運
動
」
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
を
心
が
け
、
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

〇
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

・�

午
後
４
時
を
目
安
に
、
早
め
に
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・�

ラ
イ
ト
は
こ
ま
め
に
上
下
切
り
替
え

を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
歩
行
者
の
方
へ

・�

反
射
材
や
懐
中
電
灯
を
使
用
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６
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「
い
ざ
と
い
う
時
こ
そ
、
落
ち
着
い
て
！

　
　
　
　
１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
」

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
冬
は
、
火
災
や

救
急
の
出
動
が
増
え
る
季
節
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
は
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番

通
報
を
！

通
報
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

指
令
員
の
質
問
に
は
っ
き
り
答
え
る
こ
と

　

�

慌
て
ず
、
聞
か
れ
た
こ
と
に
順
番
に

答
え
ま
し
ょ
う
。

②�

火
事
な
の
か
？
救
急
な
の
か
を
伝
え
る
こ
と

　

�

ど
ち
ら
の
要
請
か
を
最
初
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

③
場
所
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

　

�

住
所
や
目
標
物
を
で
き
る
だ
け
詳
し

く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
「
火
事
・
救

急
・
場
所
」
が
分
か
れ
ば
、
す
ぐ
に
必

要
な
車
両
を
出
動
さ
せ
て
い
ま
す
。
伝

え
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
指
令
員
の
質
問
に
答

え
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。

　
緊
急
車
両
を
一
秒
で
も
早
く
現
場
に

向
か
わ
せ
る
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
消
防
署

☎
33

－
４
５
２
２

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出
事
故
に
注
意
!!

　
冬
季
に
な
る
と
、
家
庭
等
の
燃
料
タ

ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
出
し
、
河
川
な

ど
に
流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
原
因
は
、
う
っ
か
り
ミ
ス
や
設
備
の

老
朽
化
に
よ
る
も
の
で
す
。
給
油
す
る

と
き
は
目
を
離
さ
ず
、
バ
ル
ブ
を
開
け

た
場
合
は
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
タ
ン
ク
の
配
管
な
ど
の
定

期
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
事
故

を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－
２
１
１
６

・
棚
倉
消
防
署

　
☎
33

－

４
５
２
２

・
阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策

　
連
絡
協
議
会
上
流
支
局

　
（
福
島
河
川
国
道
事
務
所
）

　
☎
０
２
４

－

５
３
９

－

６
１
２
９

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

○�福島県最低賃金は、常用・臨時・パートタイマー・アルバイト等の名称に関わらず福島県内
すべての労働者に適用され、使用者は、その金額以上の賃金を支払わなければなりません。
　最低賃金には次の賃金は算入されません。
＊精皆勤、通勤、家族手当
＊時間外、休日の割増賃金および深夜手当
＊臨時に支払われる賃金、１カ月を超える期間ごとに支払われる賃金
　詳しくは、福島県労働局労働基準部賃金室（☎０２４－５３６－４６０４）または各労働基
準監督署へお問い合わせください。
○�賃金の改定に対応して引き上げを行う場合には、「賃上げ」支援助成金等の各種施策をご利
用ください。

■お問い合わせ　福島県労働局　雇 用 環 境 ・ 均 等 室　☎０２４－５３６－２７７７
　　　　　　　　福島県労働局　職業安定部職業対策課　☎０２４－５２９－５４０９

福島県最低賃金が福島県最低賃金が
令和８年１月１日から変わります令和８年１月１日から変わります

時間額　１,０３３円
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東
北
財
務
局
か
ら
の
ご
案
内

　
東
日
本
大
震
災
や
、
令
和
４
年
福
島

県
沖
地
震
な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
た

個
人
や
事
業
所
の
方
は
、「
自
然
災
害

に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
免
除
・
減
額
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融

機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
や
、
借
入
先
の
同
意

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①�

弁
護
士
等
の
登
録
支
援
専
門
家
に
よ

る
手
続
き
支
援
が
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

②�

財
産
の
一
部
を
手
元
に
残
せ
ま
す
。

た
だ
し
、
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な

ど
の
個
別
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

③�

債
務
整
理
を
し
た
こ
と
は
個
人
信
用

情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
東
北
財
務
局

　
福
島
財
務
事
務
所　
理
財
課

　
☎
０
２
４

－

５
３
５

－

０
３
０
３

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
お
済
み
で
す
か
？

　
福
島
県
が
公
開
し
て
い
る
「
ふ
く
し

ま
ポ
ー
タ
ル
」
は
、
様
々
な
行
政
手
続

き
や
防
災
ア
プ
リ
、
子
育
て
応
援
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
総
合
窓
口
ア
プ
リ
で
す
。

　
ま
た
、
県
や
市
町
村
か
ら
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
各
種
支
援
制
度
な
ど
、
生
活

に
役
立
つ
情
報
を
幅
広
く
発
信
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
と
、
抽
選
で
宿
泊
券
や
県
産
品
が
当

た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　

�

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ユ
ー

ザ
ー
登
録
を
さ
れ
た
方

〇
応
募
期
間

　
12
月
31
日
㈬

〇
応
募
方
法

　
専
用
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら

〇
特
典

　
抽
選
で
宿
泊
券
や
名
産
品
等
が

　
２
，５
０
０
名
様
に
当
た
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

　
（
福
島
県
デ
ジ
タ
ル
変
革
課
委
託
）

　
☎
０
２
４

－

９
３
５

－

６
１
７
５

た
な
ぐ
ら
ま
ち
め
ぐ
り

　
　
　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

　
町
内
の
店
舗
や
観
光
地
を
巡
り
、
４

つ
の
異
な
る
番
号
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
棚
倉
町
の
特
産
品
詰
め
合
わ
せ

等
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〇
参
加
方
法

①�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
を
参
加
店
舗

ま
た
は
棚
倉
町
立
図
書
館
で
入
手
で

き
ま
す
。

②�

参
加
店
舗
や
対
象
観
光
地
を
巡
り
、

４
つ
の
異
な
る
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

く
だ
さ
い
。

※�

参
加
店
舗
で
は
５
０
０
円
以
上
の
利

用
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

③�

応
募
箱
ま
た
は
郵
送
に
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
開
催
期
間

　
12
月
31
日
㈬
ま
で

〇
そ
の
他

　

�

応
募
方
法
や
参
加
店
舗
、
対
象
観
光

地
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物
産
協
会

　
☎
33

－
７
８
８
６

高
齢
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
、
会
食

を
通
し
て
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時　
12
月
24
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

〇
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
訓
練
室

〇
対
象
者

　

�

概
ね
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
、高
齢
者
世
帯
、日
中
独
居
の
方

〇
参
加
料　
無
料

〇
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

〇
申
込
締
切　
12
月
17
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－
２
６
２
３

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

〇
申
込
受
付
期
間

・
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
一
般

　
令
和
８
年
１
月
15
日
㈭
ま
で

〇
そ
の
他

　

�

詳
し
く
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

０
３
７
２

�インフォメーション

ホームページ

ホームページ

▲応募はこちらから
（専用ページ）
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インフォメーション

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

令
和
７
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

　
確
定
申
告
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る

「
令
和
７
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
は
、
令
和
８
年
１
月
中
旬
頃
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
さ
れ
ま
す
。

老
齢
お
よ
び
退
職
を
支
給
事
由
と
し
て

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
全
員
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
紛
失
さ
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非

課
税
所
得
で
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
電
話
相
談
）

　
☎
０
５
７
０

－

05

－

１
１
６
５

・
白
河
年
金
事
務
所
（
窓
口
相
談
）

※�

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
の
際
は
、
予

約
受
付
専
用
電
話
で
ご
予
約
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
５
７
０

－

05

－

４
８
９
０

※�

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約
の
際
は
、

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
自
営
業
の
方

や
そ
の
家
族
、
学
生
な
ど
、
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が
、
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
国
民
年

金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

〇
加
入
対
象
者

・�

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方

・�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に

　
�

居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
い
る
方

〇
年
金
支
給
期
間

　

�

終
身
年
金
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〇
税
の
優
遇

　

�

掛
金
は
全
額
が
所
得
控
除
の
対
象
と

な
る
た
め
、
所
得
税
と
住
民
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取
る
年
金
も
公

的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

〇
そ
の
他

・�

万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、
家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
（
一
部
の
年
金
を
除
く
）。

遺
族
一
時
金
は
全
額
非
課
税
で
す
。

・�

選
択
し
た
プ
ラ
ン
の
口
数
、
年
齢
、

性
別
な
ど
で
掛
金
は
異
な
り
ま
す
。

・�

加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金
額
と

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
ご
加
入

時
の
内
容
で
お
支
払
い
し
た
場
合
）

・�

ご
加
入
い
た
だ
い
た
後
も
掛
金
の
額

を
口
数
単
位
で
増
減
で
き
ま
す
。

・�

ご
相
談
や
資
料
請
求
は
国
民
年
金
基

金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

全
国
国
民
年
金
基
金

検 

索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
全
国
国
民
年
金
基
金
東
北
支
部

　
☎
０
１
２
０

－

65

－

４
１
９
２

募　
　
　
集

イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
誰
で
も
簡
単
に
プ
レ
ー
で
き
る
イ
ン

ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
で
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
せ
ん
か
？

〇
開
催
日　
12
月
17
日
㈬
、
24
日
㈬

　
　
　
　
　
１
月
８
日
㈭
、
15
日
㈭

〇
時　
間　
午
後
６
時
～
８
時

〇
場　
所　
総
合
体
育
館

〇
そ
の
他　

�

申
し
込
み
不
要
、
入
退
場

自
由

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
総
合
体
育
館

　
☎
33

－

３
１
６
０

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
３
階
・
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
）　

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

　
※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

　

小
山
下
北
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
２
戸

　
（
昭
和
47
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

　

小
山
下
南
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
昭
和
48
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
34
番
地
3

〇
申
込
期
限　
12
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　
１
月
１
日
㈭

〇
そ
の
他

・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な
ど

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会
を

実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４
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棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

12
月
11
日
㈭・25
日
㈭ 

午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

12
月
5
日
㈮・12
日
㈮・19
日
㈮ 

午
前
10
時
～

卓

球

教

室
※

12
月
６
日
㈯・20
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

12
月
25
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

12
月
2
日
㈫・16
日
㈫・23
日
㈫ 

午
前
10
時
～

12
月
12
日
㈮ 

午
後
７
時
～

ゴ
ル
フ
教
室
（
場
所
：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

12
月
９
日
㈫・23
日
㈫ 

午
後
６
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

12
月
18
日
㈭ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
運
動
広
場
）

12
月
３
日
㈬・10
日
㈬・17
日
㈬

午
後
６
時
30
分
～　
雨
天
中
止

キ
ッ
ズ
教
室
※

12
月
４
日
㈭・18
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

12
月
５
日
㈮・19
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

〇�

会
員
以
外
の
方
が
参
加
す
る
場
合
は
、事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時　
１
月
９
日
㈮　

　
　
　
　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
お
正
月
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
１
月
13
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
き
れ
い
に
飾
ろ
う「
だ
ん
ご
さ
し
」

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
☎
57

－

５
３
１
０

１
月

�インフォメーション

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

年末年始休館のお知らせ
施　設　名 お問い合わせ先 休　館　日

町文化センター (倉美館) ☎ 3 3 － 9 6 1 0
12月27日㈯～
　　　１月４日㈰

茶 室 ☎ 3 3 － 0 1 1 1
（生涯学習課）八 槻 家 住 宅

町 立 図 書 館 ☎ 3 3 － 4 3 4 2 12月29日㈪～
　　　１月３日㈯子 ど も セ ン タ ー ☎ 5 7 － 5 3 1 0

総 合 体 育 館 ☎ 3 3 － 3 1 6 0 12月27日㈯～１月３日㈯
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Let’s たなちゃん人づくり激励金　～頑張る皆さんを応援します～

各大会に出場した皆さんに激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援しています。

〇2025国民スポーツ大会 （滋賀大会）　ホッケー競技

　少年女子　寺
てら

島
しま

　希
み

音
お

さん（奈良県天理高校２年）、薄
うす

葉
ば

　弓
ゆ

綾
あ

さん（同校１年）

　少年男子　沼
ぬま

野
の

　駿
しゅんのすけ

之介さん（同校１年）

○第３７回全国健康福祉祭ぎふ大会　ねんりんピック岐阜２０２５　弓道

　永
なが

山
やま

　幸
さち

子
こ

さん

▲寺島　希音さん

掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

▲薄葉　弓綾さん

▲沼野　駿之介さん ▲永山　幸子さん（写真左端）
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月10
日26

消防力の維持向上を

　町消防団の秋季検閲が棚倉町総合体育館にお
いて行われました。団員・来賓ら約300人が参加
し、観閲、通常点検、ラッパ隊および小隊の各
訓練を行い、予防消防の徹底を再確認しました。
訓練後には表彰が行われ、成績の結果、優良分
団に第１分団が選ばれました。
　優良分団に選ばれた第１分団の皆さん、おめ
でとうございます。

長年の献血活動が称えられ

　長年の献血活動が高く評価され、特別養護老
人ホーム寿恵園、株式会社村越機型製作所、ユ
ニ・チャームプロダクツ株式会社 福島工場、棚
倉町役場が「日本赤十字社金色有功章」を、棚
倉ライオンズクラブが「日本赤十字社福島県支
部長感謝状（金枠）」を受賞しました。
　今後とも、献血への変わらぬご理解とご協力
をお願いします。

月10
日24

� まちの話題

月11
日13

これまでの活動が認められ

　棚倉町老人クラブ連合会が、全国老人クラブ
大会において「全国老人クラブ連合会会長表彰」
を受賞しました。
　これは、棚倉町老人クラブ連合会の活発な活
動と、健康づくり活動の各種スポーツ、健康教
室活動が顕著であると認められての表彰となり
ます。
　これからも、町の健康寿命延長のためにご協
力をお願いします。

長年の協力が認められ

　自衛隊への多くの入隊者の輩出と、自衛官募
集など、長年の自衛隊に対する協力活動が認め
られ、陸上自衛隊東北方面総監から町へ感謝状
が贈呈されました。
　贈呈式では自衛隊福島地方協力本部の菊池良治
副本部長から感謝状の贈呈と感謝の言葉が述べら
れました。

月10
日30
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　今回はこれから行うイベントのご紹介をいたします。
　12月19日㈮に矢祭町のヒガシダテ待合室にて、「夜の朗読会」を行います。
　こちらはみんなで読み合う参加型の朗読会で、当日集まった方と一緒に一冊の本を回し読みい
たします。他の方の朗読に耳を傾けながら、本が回ってきたら周りのために朗読する。日も暮れ
た待合室でコーヒーを片手に、一緒に朗読をしてみませんか？ぜひ体験しに来てください。
　また、図書館では昨年も行いました「本の福袋」をバージョンアップして今年も行います！
　「本の福袋」はカバーで本が隠れていて、福袋を開けるまでどんな本が入っているか分かりま
せん。好きな福袋を選んでみてください。
　なお、「本の福袋」は本の貸出イベントとなります。
プレゼントではございません。貸出カードがないと貸
し出しすることが出来ませんのでご注意ください。
　年明け初回開館日の1月4日㈰から、23日㈮まで実
施いたします。ただし、無くなり次第終了となります
ので、気になる方はぜひお早めに！
　以上、2つのイベントのご案内でした。
　今後も様々なイベントを行う予定ですので、ぜひ図
書館へお越しください。

清
水
　
裕
也

まちの話題

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

月11
日16

町の誇りを胸に駆け抜ける

　第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）が開催され、スタートのしらかわ
カタールスポーツパークからゴールの福島県庁までの96.3㎞を16名のランナーでタスキをつな
ぎました。
　棚倉町チームは５時間57分31秒でゴールし、全体では52チーム中37位、町の部では29チー
ム中17位でした。
　選手団の皆さん、お疲れさまでした。今後も皆さんのご活躍を応援しています。
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陣野　アキ さん
（関　口）

昭和12年11月1日生

藤田　久子 さん
（中山本）

昭和12年11月16日生

飯村　四郎 さん
（山　際）

昭和12年11月4日生

片野　　傳 さん
（舘ケ丘）

昭和12年11月20日生

両親の名 出生児 住　所
渡辺　　司・優　子 　楓　（かえで）八　槻
星　　健太・めぐみ 　輝（れいき）上　台
野田　真椰・悠　華 暖　人（はると）逆　川

※�「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を
希望されない場合は、地域創生課  企画調整係

（☎33－2112）までお申し出ください。

おめでたおめでた（10月分の届け出）

人の動き　令和７年11月１日現在

人口　12,510人（－８人）　世帯数　5,089世帯（+３世帯）　男性 6,201人（±０人）　女性 6,309人（－８人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
藤田　イエ 90 八　槻 木　律子 90 舘ケ丘
金沢　正明 65 岡　田 松川　　勲 82 日向前
渡辺　浩成 59 八　槻 渡辺　サイ 97 堤
河﨑　　清 95 水白田 陣野　正子 72 北山本
永山　秀子 94 西中居 相沢　純子 58 関　口
霜重マサノ 98 舘ケ丘 小林　キノ 97 一　色

木美喜子 75 戸　中 大竹　　進 82 寺　山
内田　友美 88 観音向 木　トク 101 古　町
上久保次子 98 北　町

おくやみ（10月分の届け出）

　編集後記
　今回は棚倉城築城400年記念イベントの様子について取り上げてみました。会場で、子どもから年配の方まで
笑顔で楽しんでいる姿が印象的で、改めて棚倉町の歴史が身近に感じられるひとときでした。長い歴史を持つ棚
倉城に、今も受け継がれる文化や人の思いを、皆さまと共有できたことうれしく思います。節目の年を迎えたこ
の機会が、地域の魅力を再発見するきっかけとなれば幸いです。� （大竹）　

菊地　輝雄 さん
（新　町）

昭和12年11月10日生

吉成　勝子 さん
（寺　山）

昭和12年11月21日生

藤田　保雄 さん
（北山本）

昭和12年11月1日生

緑川　貫一 さん
（漆　草）

昭和12年11月14日生

藤田　義男 さん
（新　町）

昭和12年11月10日生

藤田久良子 さん
（舘ケ丘）

昭和12年11月30日生

ま
ち
の
話
題

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

す
こ
や
か
さ
ん

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
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８月の健診でむし歯がなかった皆さんです。10月号、11月号、12月号の３回で紹介します。

あすみ　そういちろう くん
お歌に合わせて楽しく
歯磨きをしています♪

はやし　いちか くん
毎日歯みがき頑張って
ます。

みやざき　ふうあ ちゃん
毎日、歯みがきがん
ばっています

ささき　りあ ちゃん
まいにち歯みがきがん
ばってます。

あさの　みずき くん
毎日、歯みがき・フロス
頑張っています。

あさの　ひなた くん
毎日、歯みがき・フロス
頑張っています。

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　11月9日㈰、棚倉町スポーツコミッションキックオフイベント「スポーツフェスタinたなぐら」
が開催されました。お笑い芸人によるステージイベントや、野球・サッカー・テニス・バスケット
ボールの各種教室、ニュースポーツ体験等が開催され、延べ1,500名の方にご来場いただき、盛り
上がりました。
　また、杉山愛さんのトークショー後には、地元産の食品にこだわった現在開発中のアスリート向け
ハンバーガー「Lob Shot Burger」（ロブ・ショット・バーガー）発表会が行われ、杉山愛さんが試
食されました。この商品は、来春にルネサンス棚倉等で発売予定ですので、ぜひご賞味ください。

棚倉町スポーツコミッションキックオフイベント
～スポーツフェスタinたなぐら～

テニス教室テニス教室 キッチンカーグルメキッチンカーグルメ ピックルボールピックルボール

サッカー教室サッカー教室 試食会試食会 お笑いライブお笑いライブ

野球教室野球教室 Lob Shot BurgerLob Shot Burger キッズ遊具キッズ遊具


